
知財ビジネス報告書
参加した企業名：成光精密株式会社

参加した金融機関名：尼崎信用金庫

作成した機関名又は作成者名：鷹津中小企業診断士・弁理士事務所
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事業概要・経営方針

企業概要（As-Is）

会社名 成光精密株式会社

法人番号 5120001124871

所在地 大阪市港区波除1丁目4-35

設立 2001年9月1日（2007年7月2日法人化）

資本金 10,000千円

代表者 代表取締役 高満洋徳

事業内容 【精密製品加工事業】当社のコア技術であり、当社は最新設備5軸マシニングセンターをはじめ様々な機械を保有し、複雑
で精度が求められる製品・部品もすぐに加工することが可能。精密部品加工の精度も、24時間空調管理をすることで温度を
一定に保ち、専任の検査チームが0.001ｍｍまで対応可能。
【難削材加工事業】堅くてモロい難削材モリブデンも幾何公差0.01ｍｍを実現。
【設計製作】精密製品加工事業と難削材加工事業の実績を受け、大手メーカーからの試作開発における設計製作業務を
請負う。

工場
（成光精密株式会社）

オープンイノベーション
スペース

１F

２F

［当社が運営するGarage Minato(ガレージミナト)について］
2018年2月に大阪市イノベーション拠点立地促進助成金制度による拠点認定を取得し、同

年4月にGarage Minatoを開所する。本社2階のオープンイノベーションスペースを拠点として、大阪
テクノマスターと近隣100以上の町工場が随時参集する。
ベンチャーによる製品発表の場を設けて、当社を含む町工場らが開発の道筋を指南する。

～Garage Minatoのコンセプト～
・ 一つの会社だけでは解決できない複雑な課題に対し、

異なる専門技術を持つ企業が協力して挑む「オープンイノベーションスペース」

・ それぞれの町工場が持つ優れた技術を組み合わせることで、

単体では難しかった高度な社会課題の解決を可能にする！
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事業概要・経営方針

企業概要（As-Is）

企業理念 こだわりがあるメーカーに成長し、世界のものづくりの課題を解決する。

経営方針 私達はものづくりを通して自社の価値を創造しつづけ、お客様に満足して頂くことによって社会に貢献します。

私達は物心共に豊かな人財を創ります。

私達は、日本が世界のものづくりイノベーションを支えるための開発拠点となり、世界に誇れる製造業を目指します。

ウェブサイト https://www.seikouseimitsu.com/

対象となる知財の概
要

設計製作事業の成果

・特許第7274681号（2023年5月9日登録）海底海中構造物、及び、その製造方法
・特許第7108957号（2022年7月21日登録、3社共有）ティーバッティングスタンド
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事業実績

企業概要（As-Is）

＊部品加工売上には、精密製品加工事業と、難削材加
工事業との売上金額が含まれています。

＊開発事業売上には、設計製作事業の売上金額が含まれ
ています。

5軸マシニングセンターによる部品加工
（精密製品加工事業）

バッティングティー「SAKUGOE」
（設計製作事業）

特許第7108957号
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事業への貢献内容［経済産業省ローカルベンチマークシート（業務フロー）］

事業の核となる知的財産（As-Is）

業務プロセスで活かす知的資産を明らかにする。

　　　　　 受注 　　　　 材料調達 　　　　　 プログラム作成 　　　　　 加工 　　　　　熱処理・表面処理
⑥

検査・出荷

■実施内容 ■実施内容
■実施内
容

■実施内
容

■実施内容 ■実施内容
■製品・商品・サービスの
内容

・営業活動
・見積提出
・受注（契約）
・加工のランク分け（A～F）

【設計製作の追加事項】
・チーム編成

・材料の調達

【難削材加工事業の場合】
・モリブデンの調達

・加工設備のプログラム作成
（全体の約50％を占める試作
品加工のためのプログラムを作
成）

・刃具の選択
・治具準備
・段取り
・加工（自動）

・熱処理・表面処理を外注
する。
（処理後に加工を行う場
合もある）

・形状検査
・動作確認

【設計製作の追加事項】
・実験

自動車、半導体、家電、
医療機器等製造ロボット
用部品及びこれらの試作
品

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

■差別化ポイ
ント

■差別化ポイ
ント

■差別化ポイント ■差別化ポイント
■差別化ポイ
ント

■差別化ポイント
■どのような価値を提供し
ているか

・引合いを断らない。
← 協力工場のネットワークが広く、
選択肢が多い。
← 刃具力（特殊な加工も対応
できる）
・ランキングが正確。
← 社長と工場長の経験値が豊
富である。

【設計製作の追加事項】
・大学シーズを見付け出すことがで
きる。
← 大阪産業局との好関係を保ち、
KSACから参画大学のシーズを紹
介してもらえる。

・A～Fの正確なランキングの決定
力と社内共有（意見が一致）
・社内のランクを納得させる対話力
＆統率力

・売上原価を抑えることがで
きる。（材料費は売上高の
約15％）
← 1社への発注額が大き
いため、数量値引を受ける
ことができる。
← 6～7社の仕入先に対
して発注を集中させている。

・web見積＆発注ができる
企業への絞り込み

・プログラミングにミスが無く、早く
加工を開始することができる。
← 動画を社内で共有して、プ
ログラミングのミス防止を習熟す
る。
・高い品質のプログラムを用意す
る。
← 加工ランクに合わせて、適
材適所のプログラマーが担当す
る。
← 遠隔地での勤務を許可す
ることによる優秀なプログラマー
が定着。
→ 加工ランクに応じてAICAM
化を進める。

・グローバルエンジニアと経営者
のコミュニケーション
・グローバルエンジニア間のコミュ
ニケーション
・他社が困難な受注へのチャレ
ンジ
→ チャレンジ精神に対する顧
客の評価
→ チャレンジ結果の社内蓄積

・多種のワーク材料、高い加工
精度等に対応できる。「刃具
力」
← 経験値
← テストカットの条件出しのコツ
・短納期「治具力」
← 固定治具、位置決め治具
等を短時間で選択する。または、
構想して設計する。そのための
経験を備えている。
→ 限られた台数の加工機を効
率良く稼働させることができる。
・加工の高効率化
← 遠隔勤務による作業指導
のための装置を使用（スマート
グラス）

・グローバルエンジニアとのフラット
な人間関係
・治具を必要とする内容の加工
を積極的に受注（全体の約
50％）
← チャレンジ精神
→ 治具を使いこなすオペレー
ターが育成できる。

・加工費用を抑えることがで
きる。
← 1社への発注額が大き
いため、数量値引を受ける
ことができる。

・発注先の熱処理・表面処
理会社が多く、各社が様々
な処理を引き受けることがで
きる。

・正確な検査を行うことが
できる。
← 三次元測定機を使い
こなせている。

顧客における、先端機器・
ロボットの短期開発を可能
とする。

← 受注の毎に緊急度を
訊かなくとも、案件の緊急
度合いを察することができ
る。
→ 研究開発のリーダー、
発注権限者から感謝され
る。

業務① 業務② 業務③ 業務④ 業務⑤ 業務⑥ 提供内容／顧客提供価値
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保有知財の分析・評価

事業の核となる知的財産（As-Is）

人的資産

（知的資産）

【経営者&経営スタッフ】2001年に当社を創設した代表取締役高満洋徳が全社員を率いる。創設来のユニークな当社製造ノウハ
ウを体系化して、社長の責任の下、社内全体で共有している。グローバルエンジニアを含む全社員とフラットな人間関係を築く。

また、資本提携を行っている から役員を迎え、Garage Minatoの運営等における同社との協力体制を維持する。【工場

長】工場長がプログラマーとオペレーターを率いる。プログラミングと加工の両方に精通し、惜しみなく社員を教育する。

【プログラマー】5名のプログラマーのうち、4名がA～FのAランクの客先要求に応えるプログラミング能力を有する。グローバルエンジニア
であるプログラマーは母国においてリモート勤務を行っており、大阪本社工場のオペレーターとの遠隔協働が可能である。

組織資産

（知的資産）

【工程・利益管理】受注毎の客先による技術レベルの正確なランキングを行い、担当者がこれらを納得する。また、全社統一フォー
ムの作業指示書を発行して全体の作業を標準化する。また、粗利が表示されているため、利益管理のマインドを持つことができる。

【刃具データ・プログラミング】テストカットを通じて、所有する刃具の最適な加工時間等のデータを蓄積する。このデータをプログラマー
が共有することによって、最短の加工時間を達成することができるプログラミングを可能とする。

【治具】治具を社員の創意によって設計・製作する。治具の多くの事例を蓄積して、必要な治具を速やかに選択することができる。

【重要情報】重要情報は文書データによって保存・管理する。（業務プロセス毎の主な重要情報を次ページに示す）

【チャレンジ精神】他社が困難なレベルの高い加工にチャレンジする。そのチャレンジ結果を、次の受注時にフィードバックする。

切削加工の精度は一般的な精密加工が±0.01mm(20μm)であるのに対して、当社は、
保有設備はもとより、設備の使いこなし、温度管理、測定等の技術によって、加工精度
±0.001mm(2μm）を可能としています。そのため、光学部品、精密金型、半導体関連
部品などの加工にも対応します。なお、±0.01mmが当社基準におけるAランクに相当し、
Bランクがこれに次ぎます。当社の総受注のうち、A及びBランクがそれぞれ15％を占めます。
また、当社は、鉄、アルミ等の一般金属より加工が難しい、モリブデンなどの難削材の

切削加工が得意です。モリブデンは硬くて脆く、欠けやすいため、左の写真のような鋭角

部分の加工が難しくあります。当社は卓越した加工技術だけでなく、海外の材料メーカー
と共に材料からの改良を行った結果、多くの競合他社では困難な加工が可能です。

当社は多種多様な刃具の使用実績があります。これらの経験値をデータベース化して、

当社内部の重要情報（次頁）として秘匿しています。限られた社員だけが、このデータ
ベースにアクセスすることができます。

yutterui
矩形
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保有知財の分析・評価（重要情報）

事業の核となる知的財産（As-Is）

＜製品製造、サービス提供における業務フローと重要書類一覧＞

業務① 受注 業務② 材料調達 業務③ プログラム作成 業務④ 加工 業務⑤ 熱処理・表面処理 業務⑥ 検査・出荷

■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容 ■実施内容

・営業活動
・見積提出
・受注（契約）
・加工のランク分け（A～F）

【設計製作の追加事項】
・チーム編成

・材料の調達

【難削材加工事業の場合】
・モリブデンの調達

・加工設備のプログラム作成
（全体の約50％を占める試作品加工のた
めのプログラムを作成）

・刃具の選択
・治具準備
・段取り
・加工（自動）

・熱処理・表面処理を外注する。
（表面処理後に加工を行う場合もあ
る）

・形状検査
・動作確認

【設計製作の追加事項】
・実験⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

外部から受け
取って保存する

書面

注文元から

・引合い図面（データベース）
・仕様書
・基本契約書（NDA含む）

・加工依頼書（クラウド）
・2D/3D図面データ

注文先から

・ミルシート
・見積書

・納品書
・請求書

・硬度測定書
・表面処理証明書
・ROSE確認書
・不良報告書（処理外注先より）

・不良報告書
・納期遅延報告書

社内で作成する
書面

社内で保存して
いる／保存する

書面

・加工のランキング基準表（A～F）
・プログラマー及びオペレーターのランキング基準
（A～F）
・プログラマー及びオペレーターのリスト
・協力工場のリスト
・協力工場との契約データベース
・原価計算書データベース

・社長又は工場長からプログラマーへの作業
指示書
・工具表（リスト）
・タップ深さ基準表
・ランク表
・NCデータ（プログラム）
ー客先からの図面データを基に作成
ーリピート受注、トレースに備えて保存
・プログラムチェックシート
・加工指示書（WISDOM/AIC）

・リピート品加工手順書
・メンテナンス手順書
・保守管理書
・AICAM加工要件定義ファイル

・3次元検査表
・不良報告書
・送り状

注文元へ提出
する書面

・顧客への見積書（データベース）
・顧客との契約書（データベース）
・注文請書

・不良報告書
・納期遅延報告書
・送り状
・納品書
・納品請書
・請求書

注文先へ提出
する書面

・材料発注書
・基本契約書
・外注発注書
・作業指示書
（図面添付、工程付記）

・外注先発注書（現場発注）
・外注先チェックリスト（同上）

・発注書
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保有知財の分析・評価

事業の核となる知的財産（As-Is）

関係資産

（知的資産）

【大阪市港区ものづくり企業】2018年2月に大阪市イノベーション拠点立地促進助成金制度による拠点認定を取得し、同年4月
にGarage Minatoを開所する。本社2階のオープンイノベーションスペースを拠点として、大阪テクノマスターと近隣100以上の町工場が
随時参集する。Garage Minatoとして参画する、日本財団による海底探査技術開発プロジェクト(DeSET)、関西大学イノベーション
創成センターとの連携協定、大阪・関西万博における「空飛ぶトラック ZIPANG」などのプロジェクトを企画・実施する。
【大阪産業局】代表者が、大阪産業局が事務局を務めるKSAC（関西スタートアップアカデミア・コアリション）のものづくり支援窓
口における支援メンバーとして参加する。KSACの主幹機関である京都大学をはじめとする各大学のシーズ情報を受け取る。

特許権

（知的財産）

【最終製品の特許】１）特許第7108957号「ティーバッティングスタンド」（(株)ハング、成光精密(株)、(株)土井商店）
Garage Minatoの成果の一つとして参画企業により共同開発し、2019年に特許出願を行った。当社の出資先であり共有者のハン
グ社から製造委託を受け、累積約3万台の自立するティーバッティングスタンドを納入してリピート受注が続く。特許権による牽制力
と市場訴求力が奏功して、安価な競合品が参入しようとする中でも、甲子園出場校らにおける独占状態を維持している。

２）特許第7274681号「海底海中構造物、及び、その製造方法」（成光精密(株)）
DeSETの成果として、研究者と共に海底探査のステーションを共同研究した。実用化パートナー候補らにPR中。

特許第7274681号「海底海中構
造物、及び、その製造方法」図２

当社は海底技術開発プロジェクトに第一期の開発チームとして参加し、
第二期テーマについてはチーム代表としてJAMSTEC、複数の大学らを率いて
参加しました。このプロジェクトに用いる海中・海底ステーションを構成する、

海中探査機との間で探査データの授受を行う装置、海中探査機に対して

電力を供給するバッテリ等の装置を収納するための構造物を開発し、左記
の特許権を取得しました。

また、2022年9月には当社が運営するGarage Minatoが、関西大学イノ
ベーション創成センター、Garage Taishoとの三者間による連携協定を締結し
ました。研究成果の掘り起こしや「ものづくりエコシステム」の構築により、大

学発ベンチャーの創出を促進します。また、社会実装を目的とする共同研究
や、アントレプレナーシップ醸成のためのセミナー運営等を展開します。

＊上図の関西大学のロゴは、学
校法人関西大学の登録商標です。
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事業環境分析（SWOT分析）

現状のビジネス状況（As-Is）

内部環境

強み 弱み

外

部

環

境

機

会

脅

威

◼ 加工部品に対する高精度化のニーズに

対し、得意先の信用に応えて、高い品

質の製品を短納期で納入することにより、

受注の機会を逃していない。

◼ アカデミアの技術を社会実装させることの

追い風に対し、大学・行政機関と、近

隣の町工場とのそれぞれの太いパイプを

有し、新たな事業のきっかけを掴むことが

できる。

◼ 得意先以外、特に機械部品の直接のユーザーに対するアク

セスが少ないため、受注の機会を逃している可能性がある。

◼ また、加工部品に対する高精度化のニーズに、当社の技術

を適用させることによって得る、将来の事業の種を見落とし

ている可能性がある。

経済産業省HP「知って
おきたい営業秘密」より

◼ 少人数経営により、会社全体に対

する経営者の目がよく届き、秘密管

理を徹底することができる。

◼ 協力工場のネットワークが広く、サプ

ライチェーンの選択肢が多様である。

そのため、天災、パンデミックなどの

緊急事態における企業の損害を最

小限に抑えることができる。

◼ 昨今の、内外における競合同業者

間における情報漏洩事件や技術の

模倣が多発するなかで、秘密管理

の体制の構築中である。体制を整

えて、市場からの高い信頼を得たい。

経済産業省HP「知って
おきたい営業秘密」より
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現状の事業課題（価値ストーリーの川下層から順に分類）

現状のビジネス状況（As-Is）

「提供先から得るも
の」の課題

（第1層）

「提供する価値」の
課題（第2層）

・顧客からは、精度が高く、納期が短く且つ価格の十分な競争力を評価して信用を得ている。

これからも他社の追随を突き放すため、これらに加えて、継続的且つさらに高い技術レベルの加

工を必要とする受注を獲得する。そのために、持続的な供給力を有する製造元としての信用を

得る必要がある。

・こうした、さらに高い技術レベルの加工を必要とする受注をするためには、製造元名たる「成光

精密」の社名が周知となることが望ましい。すなわち、より詳細な要求や率直な評価を受け取

るためには、最終的に加工品を用いるユーザーとの直接のアクセスを有することが望ましい。

・また、顧客から潜在的なニーズを引き出すためには、ユーザー側の視座に立った対話が必要で

ある。例えば、当社は化学・食品機械に用いるフィードスクリューを受注するが、加工精度を上

げることによる、樹脂の品質や製造効率に及ぼす効果を知った上で、当社による最適な加工

条件を提案することが望ましい。

・Garage Minatoがベンチャー等から受託する開発業務の件数を増やし、開発受託契約の経

験値を蓄積するとともに受託料収入を増加させる。また、参加する町工場との連携を強固な

ものとし、精密加工品の受注の間口を広げる。

・顧客には、精度が高く、納期が短く且つ価格の十分な競争力を有する加工品を提供して、

顧客における先端機器・ロボットの短期開発を可能としている。また、当社の技術レベルを向

上させて、得意先における品揃えの拡大を可能としている。その一方で、顧客は、内外における

競合他社への技術漏洩、模倣品の出現、供給の中断等の知財リスクに腐心している。そこで、

当社には、加工品を納入し又は共同開発のパートナーたることと同時に、顧客に対して、安定

な供給への安心感という価値、安心な開発パートナーという価値、および、知財等企業リスク

の不安要素を最小化するという価値との提供が求められている。

・Garage Minatoに参加するベンチャー及び町工場は、それぞれが新製品・新サービスの秘密

情報と、その開発の道筋を照らすための秘密情報とを不公平なく開示することによって、双方

の参加者が安心して開発ステージに進むとともに、共に成長するためのインフラを提供する。
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現状の事業課題（価値ストーリーの川下層から順に分類）

現状のビジネス状況（As-Is）

「ビジネスモデル」の
課題（第3層）

・当社のビジネスモデルは、製品、製法、刃具、治具等のノウハウを社内に留めることにより、顧客が安心して継続発注を行い、顧

客の試作品を即納し、また、他社の追随を許さずにして市場からの高収益を得ることである。その一方で、徹底して他社の模倣を
防ぐために、これらのノウハウの管理をより厳密なものとすることが必要である。

・また、広く当社の有する技術資産のうち、ノウハウ管理のための秘匿ができるものと、どうしても秘匿が困難なものとを峻別する必
要がある。その上で、後者についての特許権を取得するかどうかを決定する必要がある。

・自社のブランドを構築して、市場での浸透を狙うときは商標権を取得するかどうかを決定する必要がある。

「資源」の課題
（第4層）

・ノウハウ管理及び特許権取得のための、社内規程類、契約書雛形、知財活動のための定例会議、社内研修会などの組織資
産を整備する必要がある。

・ベンチャー、町工場、当社との間における開発受託のF/S段階におけるNDAのひな形を整備する必要がある。また、契約を結ぶ前
のお互いの立ち位置を確認するため、ベンチャーにも伝わり易いロードマップを示して共有する必要がある。

・法律専門家、外部専門家等との関係、公的支援機関との関係をはじめとする関係資産を積み上げる必要がある。

提供先から得るもの

提供する価値

ビジネスモデル

資源
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課題解決の方向性・事業目標

知財を活用した

経営戦略策定に向けて（To-Be）

毎日の生産

開発

マーケティング

産業財産権

・持続的な供給力を有する製造元としての信用（第1
層）、安定な共有への安心感（第2層）
・知財等企業リスクの不安要素を最小化（第2層）
・ノウハウの管理をより厳密なものとする（第3層）
・社内規程類、定例会議、社内研修会など（第4層）
・外部専門家、リーガルスタッフ、公的支援機関（第4
層）

・安心な開発パートナー、安心な共同開発のインフラ（第2
層）

・知財等企業リスクの不安要素を最小化（第2層）
・社内規程類、NDA、開発受託をはじめとする契約書雛形
（第4層）
・法律専門家、外部専門家（第4層）

・製造元名たる「成光精密」の社名が周知となる（第1
層）

・ユーザー側の視座に立った対話（第1層）
・最終的に加工品を用いるユーザーとの直接のアクセス（第
1層）
・開発業務受託のための受注活動（第1層）
・自社のブランド構築（第2層）

・特許権を取得（第3層）
・商標権を取得（第3層）

課題（各層より）

・主に加工事業（精密製品・難削材）のノウハウを守るため、不正競争
防止法上の営業秘密要件の具備を徹底する。

・管理体制に関わる顧客からの質問票に備える。

・知財活動の社内決定機関を制定する。

・事業継続計画（BCP）を策定する。

・外部組織との開発受託、共同研究・開発のため必要な契約ひな形を整
備して、契約締結の必要性に即応する。

・職務発明規程により発明者と法人の権利を公平に保護して、開発のイ
ンセンティブを維持する。

・守秘義務の範囲を細分化・明確化するとともに、契約時に町工場が保
有する既存技術の所在を予め確認することによって、当社がGarage 
Minatoに参加する町工場の利益を守る。

・従来の取引先以外の企業に対して、当社が短納期で、A＆Bランクの加
工能力を有することを広く知らしめる。

・国内展示会に、成光精密の名前で出展する。

・A＆Bランク加工の実力を手に取って分かってもらう。
・最終製品の得意分野を深掘りし、独自の販売チャネルを確保する。

・サービス名を含む自社ブランドを目指す。

・積極的に他者に実施させる製法などがあれば、特許出願の可能性を検
討する。

・先行技術文献を調査する。

・自社ブランドの可能性があれば、商標登録出願の可能性を検討する。

課題解決の方向性・事業目標
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必要な経営戦略リスト、戦略検討に向けた検討論点

知財を活用した

経営戦略策定に向けて（To-Be）

・主に加工事業（精密製品・難削材）のノウハウを守るた

め、不正競争防止法上の営業秘密要件の具備を徹底する。

・管理体制に関わる顧客からの質問票に備える。

・知財活動の社内決定機関を制定する。

・事業継続計画（BCP）を策定する。

・外部組織との開発受託、共同研究・開発のため必要な契

約ひな形を整備して、契約締結の必要性に即応する。

・職務発明規程により発明者と法人の権利を公平に保護

して、開発のインセンティブを維持する。

・守秘義務の範囲を細分化・明確化するとともに、契約時

に町工場が保有する既存技術の所在を予め確認することに

よって、当社がGarage Minatoに参加する町工場の利益を
守る。

・従来の取引先以外の企業に対して、当社が短納期で、A
＆Bランクの加工能力を有することを広く知らしめる。
・国内展示会に、成光精密の名前で出展する。

・A＆Bランク加工の実力を手に取って分かってもらう。
・最終製品の得意分野を深掘りし、独自の販売チャネルを

確保する。

・サービス名を含む自社ブランドを目指す。

・積極的に他者に実施させる製法があれば、特許出願の可

能性を検討する。

・先行技術文献を調査する。

・自社ブランドの可能性があれば、商標登録出願の可能性

を検討する。

課題解決の方向性

知財ポートフォリ
オ計画

文書管理と漏
洩対策

商品・サービス

BCP

・保有技術全体を俯瞰し、これらのうち、何もしないもの、ノウハウ
管理を行うもの、または、特許取得を試みるものの分類を行う。

・すなわち、知的財産の資産構成(ポートフォリオ)を計画する。この
とき、外部の視線も意識する。

・規程類、契約類、秘密情報等の文書について、それぞれの台帳
を整備して、知財活動の社内決定機関の下で集中管理する。

・社内のレイヤー毎に、これら文書に対するアクセス権を定める。

・「秘密情報の保護ハンドブック」を活用して秘密情報の漏洩対策
を施す。＊

・マーケティング活動のため、A＆Bランク加工の実力を伝える「一人
歩きする営業」(資料、デモ等)を備える。また、見積時点から、A＆
Bランクの品質であることを顧客に分からせるためのコミュニケーション
手段を確立する。

・例えば、先端技術分野のデモ商品にA＆Bランク加工を施す。展
示会等における出展の機会を得る。

・得意分野における最終製品の上市を志向する。特に、当社は高

温に耐え得る材料の加工が得意であり、宇宙、深海、核融合、発
電等の分野に用いる精密機械部品に精通する。

・BCPを策定し、これを定着するための社内教育を行う。また、定期
的に見直す。

（中企庁「中小企業BCP策定運用指針」等）

戦略検討におけるポイント必要な

戦略リスト

毎日の

生産

開発

マーケティン
グ

産業財産
権
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必要な経営戦略リスト、戦略検討に向けた検討論点

（知財ポートフォリオ計画のための整理）

知財を活用した

経営戦略策定に向けて（To-Be）

他者との関わり方

連携先を求める（いわゆるオープン） 連携先を求めない（いわゆるクローズ）

知

財

公

開

【排他独占権を取得せず公知化する】

・国内展示会に、成光精密の名前で出展する。

・A＆Bランク加工の実力を手に取って分かってもらう。
・最終製品の得意分野を深掘りする。

【排他独占権を取得して他社の参入を排除する】

・特許第7108957号「ティーバッティングスタンド」
・最終製品の得意分野を深掘りし、独自の販売チャネルを

確保する。特許権を取得する場合は、当社単独の権利を
志向する。

・自社ブランドの可能性があれば、商標登録出願の可能性
を検討する。

【排他独占権は取得するが積極的にライセンス】

・特許第7274681号「海底海中構造物、及び、その製造
方法」

・積極的に他者に実施させる製法などがあれば、特許出願
の可能性を検討する。

秘

匿

【連携先にのみ開示】

・外部組織との開発受託、共同研究・開発のため必要な
契約ひな形を整備して、契約締結の必要性に即応する。

・守秘義務の範囲を細分化・明確化するとともに、契約時

に町工場が保有する既存技術の所在を予め確認すること
によって、当社がGarage Minatoに参加する町工場の利益
を守る。

【徹底的に秘匿し、自社しか実施できない状態を維持する】

・主に加工事業（精密製品・難削材）のノウハウを守るた

め、不正競争防止法上の営業秘密要件の具備を徹底す
る。

・秘密情報の選定

・アクセス権限の決定

・秘密保持誓約書

・秘密情報管理基準

・定例会議、社内研修会など



必要な経営戦略リスト、戦略検討に向けた検討論点

知財を活用した

経営戦略策定に向けて（To-Be）

経済産業省『秘密情報の保護ハンドブック～

企業価値向上に向けて』を活用した文書管理と漏洩対策

A 保有する情報の洗い出し
当社が保有する情報の全体像
保有知財の分析・評価（重要情報）

B 秘密とする情報の決定
１）保有する情報の評価

２）秘密情報の決定

C 情報に合わせた対策の選択
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マスター テキストの書式設定
第 2 レベル

第 3 レベル
第 4 レベル

第 5 レベル

3/18/2026 16

・今までより高い技術レベルに挑戦する気構え
・GE（グローバルエンジニア）起用の風土
・要求される技術レベルの数値化と社内の共有化
・経営者と工場長の連携及び社員間教育の体制
・経験豊富な工場長とプログラミング技術者
・有力顧客からの技術レベルに対する信用
・３Dモデルのデータ作成スキル
・公的事業への参画実績とGarage Minatoの運用
・資本提携先との協働体制

・加工経験と経験値の情報資産
・要求レベルの的確なランキング
及び工程管理ノウハウ
・加工実績に基づいて蓄積した各
種刃具の特性値データベース
・治具の自社設計ノウハウ
・最終製品の特許（2件）

・顧客から高水準技術レベルの案件を含んだ受注を
引き受ける。
・顧客からの受注に対し、的確に５段落のランク付け
を行い経営資源（人的）を傾斜配分する。
・経験値により、最適な刃具及び治具を選定して加
工の高効率化を図る。
・顧客から高い評価を受け、さらに高い技術レベル
の受注を受けるとともに、経験値の情報資産を増や
す。

・加工の経験値が社内に蓄積さ
れているため、顧客は安心して継
続発注することができる。
・納期が短く、顧客の試作品を即
納することができる。
・最終製品の他社参入を牽制して、
市場独占による高収益を得てい
る。知名度への貢献。

・顧客における先端機器・ロボットの短期
開発を可能とする。
・当社の技術レベルが向上して、得意先は
品揃えを拡大することができる。

・供給元としての信用
・さらに高い技術レベルの加工を
必要とする発注
・リピート受注による自社の経営基
盤

・人出不足解消と生産性向上の
ニーズによる産業用ロボットの
需要増。

・開発、プログラミングに必要な
高度知識を持つ人材の不足。

・管理業務に多くの人手を割けていない。
・秘密管理、安全衛生、働きやすい環境、職
務権限、事業継続計画（BCP）等のルール化
が不十分。
・営業活動に必要な経営資源が不足してい
る。

・AIによる認識・推論能力向上、
センサー技術進化で、より高度
な生産機器、柔軟なロボットが
求められる。
・自社の知財リスク低減により、
取引先から相応に評価される。
・耐熱部品のニーズが高まる。

・国内外の競合他社への営業秘
密の漏洩リスクが増加する。

・持続的な供給力を製造元としての信用、
安定な共有への安心感
・知財リスクの不安要素を最小化
・ノウハウ管理を厳密なものとする
・安心な開発パートナー、安心な共同開
発、開発受託等のインフラ
・「成光精密」の社名が周知となる。
・ユーザー側の視座に立った対話
・加工品ユーザーとの直接アクセス
・開発業務受託のための受注活動

【人的資産】
・経営者又は経営スタッフによる知財活動及び社内教育の方法の習熟
【組織資産】
・社内規程類（秘密情報管理規程、秘密管理台帳、職務発明規程など）
・契約書雛形（秘密保持契約・誓約書、共同開発契約、開発委託契約など）
・知財活動のための定例会議、社内研修会
【関係資産】
・外部専門家との関係（弁護士、弁理士など）
・公的支援機関との関係（INPIT、商工会議所など）

【ノウハウ（営業秘密）として秘匿し続けるために】
・専門家による手引き
・業務フローに沿った重要情報のリスト化（ロングリスト）
・重要情報を、外部から受け取った情報、自社作成の情報（及び外部と共有している
情報）の分類
・リスト化した各情報を、それぞれ営業秘密として管理するかどうかの決定
・営業秘密として管理する各情報に対してどのような対策を講じるかを選択
・これらの管理手段について規定する規程の策定
・これらの管理対象を更新するため体制の構築（決定権限、定例会議等）
・社内でのアナウンス及び定期研修方法の決定

【特許を受けるために】
・営業秘密としての管理が難しいノウハウ、上市を予定する製品、他者の追随が容
易な技術などの抽出
・社内提案の取扱方法を決定、職務発明規程（及び発明提案様式）の制定
・共同開発先との間で合意するべき知財条項についての習熟

【共通】
・既に締結している契約類を分類及び見直し
・秘密保持契約ひな形における守秘義務の範囲を細分化・明確化する。
・開発受託の契約時に、町工場が保有する既存技術の所在を予め確認する。
・公表されている契約書雛形を収集
・知財総合支援窓口の協力を仰ぐ。

・これまで以上に技術力をレベルアップする。
・得意となる製品・技術分野の顧客に対するア
クセスを必要とする。（宇宙、深海、核融合、発
電等）
・技術力を証明することができるデモ品を製作
する。
・対外契約書、社内規程の起案が可能である
リーガルスタッフ。
・知財総合支援窓口との定期会議。

・継続して管理する製造ノウハウ
・Aランクの加工技術に裏付けさ
れる潜在的なブランド力。
・上市する最終製品を共同開発
するときの特許権、意匠権。

・知財ポートフォリオを計画し、公開・秘匿、オー
プン・クローズの配分を最適化する。
・ノウハウ管理を徹底することに対する市場の
評価を得る。
・目標とする商品・技術分野にコミットして、最終
製品の上市を志向する。
・Garage Minatoに参加する町工場が安心して
開発業務を受託できるインフラを提供する。

・秘密情報の保護要件を満たすこ
とにより、顧客は安心して情報を開
示する。また、当社の競争優位を
保つことにより、顧客は安心して発
注量を増やすことができる。
・製造ノウハウを徹底して秘匿する
ことにより、販売チャネルに対する
影響力を維持する。

・顧客に対する安定供給の不安要素
を最小化しつつ、先端機器・ロボット
の短期開発を可能とする。
・得意分野における課題解決手段の
提案
・安心できる持続的な供給元
・安心できる共同開発とその継続
・安心できる開発業務の委託

・供給元としての信用と、共にレベルの高
い製品を生み出す上でのパートナーとして
の信用
・Garage Minatoに参加する町工場との強
固な連携
・開発受託契約の経験値を蓄積

知財を活用した

経営戦略策定に向けて（To-Be）
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1. 納品された報告書についての著作権は特許庁に帰属しておりますが、特許庁ウェブサイト（知財金融ポータル
サイト含む）で公開された報告書を他者へ開示・掲載等される場合には、特許庁ウェブサイトの利用ルールに
則り、特許庁ウェブサイト（知財金融ポータルサイト）からの引用である旨を示した上で使用することが可能
です（※１）。 
また、対象の金融機関・企業が本事業の目的や趣旨の範囲内で利用する場合（※２）には、著作権が特許庁に
帰属することを明記した上で、利用できますが、報告書の非公開部分（特許庁ウェブサイトで公開していない
部分）は、原則、不特定多数への開示はお控えください。 
ご利用にあっては、事前に特許庁へのお問合せをお願いいたします。
※１：特許庁ウェブサイト「1. 特許庁ウェブサイトのコンテンツの利用について」（知財金融ポータルサイトへの掲載資料にも準用）

このサイトについて | 経済産業省特許庁

※２：本事業の目的は、企業が自社の強みとその事業上の位置づけを金融機関等のステークホルダーに適切に示し対話促進につなげることです。例
えば、自機関・自社内での報告書の共有、自社の強みのステークホルダーへの開示等は目的の範囲内となりますが、知財の権利譲渡や損害賠償額算
定等における価値評価は本事業の目的範囲外となります。 

2. 報告書の内容は納品時点の情報であり、ヒアリング時点の内容における認識違い・誤りや、その後の状況の変
化により、報告書の内容と実際との間で違いが発生する可能性がございます。また、個別の報告書の内容につ
いては、特許庁の公式見解ではなく、また特許庁が責任を負うことはありません。 

3. 納品時点の内容に誤りがある場合、特許庁は受託事業者に対して修正等を求め、これに基づき受託事業者は報
告書作成者に対して修正等の対応を求めることができます。 

4. 個別の報告書に対する問い合わせについては、2026年3月までは受託事業者が対応いたします。また、2026年4
月以降は、委託元である特許庁が対応いたします（ただし、報告書の内容の詳細については対応しかねる場合
がございます）。

https://www.jpo.go.jp/toppage/about/index.html
https://www.jpo.go.jp/toppage/about/index.html
https://www.jpo.go.jp/toppage/about/index.html
https://www.jpo.go.jp/toppage/about/index.html
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